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＜連絡事項＞

· 火曜日の会議スケジュールが変更となっている。（下記参照）

　　　　　　　　　　　第２火曜日　　　　　　　　　第４火曜日

　　　13:30～14:20　病院症例検討会　　　　　　　病院症例検討会

　　14:20～14:30　患者行動制限最小委員会　　　患者行動制限最小委員会

　　　14:30～14:40　安全衛生委員会　　　　　　　薬事委員会

　　　14:45～15:45　病院管理運営会議　　　　　　病院管理運営会議

　　　15:45～16:45　老健管理運営会議　　　　　　老健管理運営会議

　　　16:45～17:15　医事チーム会議　　　　　　　経理チーム会議
· ご家族へ連絡を行う際には、番号を確認し電話をする事。又、留守番電話にメッセージを入れて置く際には、メンバーの個人情報などは伏せてメッセージを残しておくように心掛ける事。

· 今週より、選択プログラムを再編成し開始とする。７月末までの３ヶ月を実施期間とし、７月に再編成を行う。（担当下記参照）
　・運動　Ａ：中居・佐々木　　　　　・手工芸　：下舘・瀧澤・木村
　・運動　Ｂ：摩尼・東・上平　　　　・料理　　：月舘・小笠原
　

＜週間連絡＞

· 24日（月）～26日（水）、職員健康診断あり。8:30～11:30の為、各自時間調整し実施する事。

· 25日（火）26日（水）、作業療法学生の通所リハビリテーション実習あり。

＜利用者様情報＞

· 関　秀治様　（28）　統合失調症　デイケア利用中
職親体験実施していたが、先週で体験を終了している。本人からは、「最終日は疲れたけど、自分ではやって行けると思う」と感想聞かれ、自信に繋がった様子伺える。
今後は、青明舎･清水と本人とで相談し、職親利用などを検討していく予定。

＜外来からの情報＞

· 河村　哲久様　～頭痛の訴え聞かれ、鎮痛剤処方となっている。

· 我満　奈津紀様～状態は落ち着いていると話される。避妊器具の装着について使用予定であること
　　　　　　　　を報告されている。

· 晴山　美智子様～仕事は問題なく行えているが、冬期間の出勤と帰宅が辛いと話されている。両側
　　　　　　　　頭部痛の訴え聞かれ、鎮痛剤頓服にて７回分処方となっている。先週木曜から禁
　　　　　　　　煙したと報告あり。

· 高橋　百壽様　～夜間は眠れているとの事。気分的の落ち込みがあるとの事で、処方変更となる。

＜業務改善・検討＞

· プログラム作成・書式について
問題⇒現在１ヵ月の月間予定表に添付し計画表を提出しているが、重複している内容が多くその後
　　　のプログラム実施へ反映されていない。
○現在の利点
　・毎日のプログラムに即して計画書が作成されている為見やすい。
　・内容・目的など細部まで記載しやすい。
○改善点
　・内容が重複している事が多く、量が多くなってしまう。
　・作成に時間を要しているが、作成後の見直しが行われていない。
　・作成に時間を要する為、重複する部分は同じ内容になってしまい、プログラム内容を検討する
　　機会が乏しい。
対策⇒書式変更を検討
　　　・個々のプログラム実施手順書を作成し、計画書へは目的と大まかな内容を記載する。
　　　・一度書式･例等を作成してみて、内容については何処までを記載するが再度検討する。

· プログラム内容について検討
○料理教室
　　現在デイケアの料理教室を、通所日ごとに班編成し２ヶ月に１度の割合で全メンバーが実施し
　ている。
　検討内容
　・通所日ごとの班編成である為、利用目的に応じた班編成が出来ていない。
　・プログラム実施目的の検討が必要　
　　⇒・参加して食事を作ってみることが目的なのか、手順や調理方法について学ぶ事が目的なの
　　　　か。
　　　・メンバーがどのように捉えているのかを知る為、プログラム検討の時間を用いてメンバー
　　　　と確認する。
　・目的に応じて現在のプログラム進行の変更が必要。又、日清に依頼して受け取っている食材が
　　調理済みとなっているものがある為、手順及び調理法の獲得を目的とするのであれば、調理前
　　の食材を渡して頂けるように依頼する必要がある。
　・目的によっては食材を自分達で用意するなどの、生活状況に即した形でのプログラム提供が必
　　要となるのではないか？
　対策
　・以上検討内容を含め、今後のカンファレンス内で再検討する。

